
 

 

授業科目名： 

保健体育科指導法Ⅱ 

教員の免許状取得のため

の必修科目 

単位数： 

２ 単位 

担当教員名：長岡邦子・

髙木 由起子・ 

天利 公一・野間 基子 

担当形態：オムニバス 

実務内容 

（実務家教員の場合） 

 

科 目 
教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校 保健体

育） 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 
各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

「学位授与の方針」との関係 

・共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現の専門的知識を生

かし、狭い専門領域を越えて統合しようとする意志を持つこと。 

・問題が生起する現場において、専門知や統合知を使い、解決のために実践しようとする気概

を持つこと。 

授業の到達目標及びテーマ 

（１）保健体育科、「保健」の意義、目標と授業内容について説明ができる。 

（２）保健体育科、「保健」授業の単元計画及び学習指導案作成のために、基本的な知識や評

価規準について説明ができる。 

（３）様々な指導法があることを理解し、グループワーク、実験や実習について積極的に取り

入れることができる。 

授業の概要 

 本授業では、自学自習の成果物としてレポートを提出する。また、対面授業としてのスクー

リングも行う。レポートでは、中学、または高校の保健の教科書の中から単元（教材）を選択

し、単元計画、評価規準、および学習指導案（１時間当たり）を作成する。授業を行う上で指

導案を作成する事はとても重要である。授業の流れや内容を指導案作成する事によって授業の

イメージを持つことができる。そのために、指導案作成をする習慣を身に付けていくことが必

要である。スクーリングでは、保健の授業に関する講義、様々な授業方法についての講義、ア

クティブラーニングの手法を用いての講義、そして教科書を用いて「保健」の学習指導案を作

成する。作成した指導案に沿って、全員が一人ずつ模擬授業を実施する。 

授業計画 

第１回：教師の仕事とは何か。必要とされる教師の資質と能力 

第２回：教師としての具体的な仕事内容 

第３回：現代社会の健康問題（学校現場の場合について） 

第４回：現代社会の健康問題（社会全体を考えた場合について） 

第５回：保健の授業の重要性と必要性 

第６回：保健体育科、よりよい保健体育教師になるために 

第７回：保健の授業を展開していくための教師の必要行動（情報機器及び教材の活用を含む） 

第８回：単元計画と単元の評価規準についての理解 

第９回：学習指導案作成の仕方についての理解 



 

 

第１０回：様々な授業方法についての理解（アクティブラーニング手法を含む） 

第１１回：保健の授業内容（情報機器及び教材の活用を含む）の理解（現代の感染症・医療制

度等） 

第１２回：保健の授業内容（情報機器及び教材の活用を含む）の理解（生涯を通じる健康・環

境問題等 

第１３回： 学習指導案作成と模擬授業の実践 

第１４回：模擬授業の実践の振り返り 

第１５回：まとめ 

定期試験： 

スクーリングでは、すべての内容について包括的に取り上げる。 

スクーリングでの学修内容 

 保健体育の教師として必要な資質や教師としての仕事内容、「保健」の授業内容について講

義する。また、教科書・資料などを教材として用い、「保健」の授業を行うために必要な知識

や方法を講義する。具体的には、実験、実習、グループワークなどの様々な授業方法があるこ

とを講義する。また、アクティブラーニングの手法を用いての授業も実施する。そのうえで、

模擬授業を実践するための指導案の作成をする。（主に、５～１５回の内容を含む。） 

教科書 

１、文部科学省「中学校学習指導要領解説 保健体育編」平成２９年告示、東山書房 

２、文部科学省「高等学校学習指導要領解説 保健体育編 体育編」平成３０年告示、 

東山書房 

３、学校保健ハンドブック第 7次改訂（教員養成系大学保健協議会） 

４、教科書、最新、中学校保健体育 保体「７０３」大修館 

５、教科書、現代高等保健体育、 保体「７０１」大修館 

参考資料 

１、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校保健体育） 

文部科学省 国立教育政策研究所（東洋館出版社） 

２、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（高等学校保健体育） 

文部科学省 国立教育政策研究所（東洋館出版社） 

３、新学習指導要領の展開 保健体育（中学校） 明治図書 

学生に対する評価 

レポート評価（２５％）、スクーリング評価（２５％）、科目修得試験（５０％）の割合で総合

して評価する。 

 

 


